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(百万円未満切捨て)

１．平成25年３月期第３四半期の連結業績（平成24年４月１日～平成24年12月31日）
（１）連結経営成績(累計)

(％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

25年３月期第３四半期 88,494 2.4 2,655 △17.0 2,989 △16.0 1,674 2.9

24年３月期第３四半期 86,437 18.3 3,200 29.7 3,557 36.2 1,627 13.7

(注) 包括利益 25年３月期第３四半期 2,044百万円(25.2％) 24年３月期第３四半期 1,633百万円(48.5％)

１株当たり 
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり 
四半期純利益

円 銭 円 銭

25年３月期第３四半期 31 .84 31 .67

24年３月期第３四半期 31 .16 31 .04

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

25年３月期第３四半期 78,164 27,446 33.9

24年３月期 83,759 26,167 30.5

(参考) 自己資本 25年３月期第３四半期 26,530百万円  24年３月期 25,506百万円

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

 24年３月期 ― 6 .00 ― 8 .00 14 .00

 25年３月期 ― 8 .00 ―

 25年３月期(予想) 8 .00 16 .00

３．平成25年３月期の連結業績予想（平成24年４月１日～平成25年３月31日）
(％表示は、対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 133,000 6.0 5,300 4.0 5,500 1.2 3,100 17.3 58 .94
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(注) 第１四半期より減価償却方法の変更を行っており、「会計方針の変更を会計上の見積りの変更と区別するこ

とが困難な場合」に該当しております。詳細は、四半期決算短信【添付資料】４ページ「（３）会計方針の

変更・会計上の見積りの変更・修正再表示」をご覧ください。 

  

 
  

この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決

算短信の開示時点において、金融商品取引法に基づく四半期連結財務諸表のレビュー手続は終了してお

りません。 

  

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報および合

理的であると判断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではあり

ません。また、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提とな

る条件および業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、四半期決算短信【添付資料】３ペ

ージ「（３）連結業績予想に関する定性的情報」をご覧ください。 

  

※ 注記事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 ： 無

  (連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動)

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示
 

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 有

④ 修正再表示 ： 無

（４）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 25年３月期３Ｑ 55,432,000株 24年３月期 55,432,000株

② 期末自己株式数 25年３月期３Ｑ 2,797,571株 24年３月期 2,866,941株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 25年３月期３Ｑ 52,588,995株 24年３月期３Ｑ 52,236,633株

※ 四半期レビュー手続の実施状況に関する表示

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
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当第３四半期連結累計期間（平成24年４月１日～平成24年12月31日）におけるわが国経済は、震災復

興需要を背景に緩やかな回復基調が見られましたが、長引く欧州債務危機や中国の景気減速に伴う世界

的な景気下振れ懸念、領土問題による日中・日韓関係の悪化等、依然として先行き不透明な状況で推移

しました。 

このような状況の中で、海外法人における自動車関連業界向けの設備の販売が好調に推移したほか、

エンジニアリング会社経由の海外向けプラント設備の大口売上計上があったため、当第３四半期連結累

計期間の売上高は、前第３四半期連結累計期間と比べて2,057百万円増の88,494百万円（前年同期比

2.4％増）となりました。また、営業利益は545百万円減の2,655百万円（前年同期比17.0％減）、経常

利益は568百万円減の2,989百万円（前年同期比16.0％減）となりました。四半期純利益は、前年同期に

計上した上場株式に係る株式評価損がなくなったことなどにより、46百万円増の1,674百万円（前年同

期比2.9％増）となりました。 

  

報告セグメントの業績を示すと、次のとおりであります。 

プラント・エネルギー事業 

エンジニアリング会社経由の海外向け液化天然ガスプラント設備や化学会社向け高吸水性樹脂プ

ラント設備の大口売上計上があったことにより、売上高は3,198百万円増の21,382百万円（前年同

期比17.6％増）、セグメント利益（営業利益）は205百万円増の933百万円（前年同期比28.1％増）

となりました。 

エレクトロニクス事業 

中国・韓国を中心としたＩＴ・デジタル関連機器製造会社向けの電子部品実装機等の需要が減少

したため、売上高は7,765百万円減の21,109百万円（前年同期比26.9％減）、セグメント利益（営

業利益）は509百万円減の1,026百万円（前年同期比33.2％減）となりました。 

産業機械事業 

海外を中心に自動車関連業界向けの設備の需要が好調で、売上高は1,852百万円増の25,582百万

円（前年同期比7.8％増）となりましたが、セグメント利益（営業利益）はほぼ同額の1,355百万円

にとどまりました。 

海外法人 

アジア地域における自動車関連業界向けの設備の販売が好調でありました。その結果、売上高は

4,264百万円増の17,952百万円（前年同期比31.2％増）となりましたが、セグメント利益（営業利

益）は96百万円減の859百万円（前年同期比10.0％減）となりました。 

  

  

当第３四半期連結会計期間末の総資産は、前連結会計年度末に比べ、5,594百万円減少の78,164百万

円となりました。これは主に、売上債権の回収に伴い受取手形及び売掛金が減少したことによるもので

あります。 

負債合計は、6,873百万円減少の50,717百万円となりました。これは主に、仕入債務の支払いに伴う

支払手形及び買掛金の減少や短期借入金の返済によるものであります。 

純資産合計は、1,278百万円増加の27,446百万円となりました。これは主に、配当金の支払いがあっ

たものの、四半期純利益1,674百万円を計上したことによるものであります。 

  

１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）連結経営成績に関する定性的情報

（２）連結財政状態に関する定性的情報

第一実業㈱ （8059）　平成25年３月期　第３四半期決算短信

- 2 -



  
（キャッシュ・フローの状況） 

当第３四半期連結累計期間における現金及び現金同等物は、前連結会計年度末に比べ、460百万円増

加し、14,064百万円（前年同期比5,049百万円増）となりました。 

営業活動によるキャッシュ・フローは、売上債権の回収やプラント関連の前受金の増加などがあった

ため、7,940百万円の増加（前年同期比14,949百万円増）となりました。 

投資活動によるキャッシュ・フローは、有形固定資産の取得などにより906百万円の減少（前年同期

比885百万円減）となりました。 

財務活動によるキャッシュ・フローは、短期借入金の返済や配当金の支払いなどにより6,734百万円

の減少（前年同期比11,033百万円減）となりました。 

  

  

当社グループの業績は概ね予定どおりに推移しており、平成25年３月期通期の連結業績予想は、平成

24年５月11日に公表した内容に変更はありません。 

  

  

（３）連結業績予想に関する定性的情報
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該当事項はありません。 

  

該当事項はありません。 

  

当社および国内連結子会社は、法人税法の改正に伴い、第１四半期連結会計期間より、平成24年４

月１日以後に取得した有形固定資産については、改正後の法人税法に基づく減価償却の方法に変更し

ております。 

なお、これによる当第３四半期連結累計期間の営業利益、経常利益および税金等調整前四半期純利

益に与える影響は軽微であります。 

  

  

  

２．サマリー情報(注記事項)に関する事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

  会計上の見積りの変更と区別することが困難な会計方針の変更
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３．四半期連結財務諸表
（１）四半期連結貸借対照表

(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成24年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成24年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 13,604 14,079

受取手形及び売掛金 42,809 32,481

商品及び製品 7,951 9,662

仕掛品 905 1,454

原材料及び貯蔵品 300 296

前渡金 7,056 8,626

繰延税金資産 715 362

その他 2,589 2,627

貸倒引当金 △112 △87

流動資産合計 75,821 69,502

固定資産

有形固定資産 1,784 1,969

無形固定資産 83 90

投資その他の資産

投資有価証券 5,146 5,444

その他 1,256 1,411

貸倒引当金 △333 △254

投資その他の資産合計 6,070 6,601

固定資産合計 7,937 8,661

資産合計 83,759 78,164

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 30,193 27,799

短期借入金 14,884 8,604

未払法人税等 1,702 138

前受金 7,891 11,507

引当金 1,350 735

その他 943 925

流動負債合計 56,965 49,710

固定負債

長期借入金 － 365

繰延税金負債 67 129

引当金 283 229

その他 274 284

固定負債合計 625 1,007

負債合計 57,591 50,717
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成24年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成24年12月31日)

純資産の部

株主資本

資本金 5,105 5,105

資本剰余金 3,786 3,786

利益剰余金 18,063 18,893

自己株式 △1,214 △1,184

株主資本合計 25,740 26,600

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 343 369

繰延ヘッジ損益 △0 6

為替換算調整勘定 △577 △446

その他の包括利益累計額合計 △234 △69

新株予約権 100 108

少数株主持分 560 807

純資産合計 26,167 27,446

負債純資産合計 83,759 78,164
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書
四半期連結損益計算書
第３四半期連結累計期間

(単位：百万円)

前第３四半期連結累計期間
(自 平成23年４月１日
至 平成23年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成24年４月１日
至 平成24年12月31日)

売上高 86,437 88,494

売上原価 74,733 76,727

売上総利益 11,704 11,767

販売費及び一般管理費 8,503 9,112

営業利益 3,200 2,655

営業外収益

受取利息 29 25

受取配当金 94 89

為替差益 96 72

仕入割引 179 138

持分法による投資利益 43 83

その他 56 92

営業外収益合計 501 502

営業外費用

支払利息 58 57

支払手数料 45 47

その他 40 63

営業外費用合計 144 168

経常利益 3,557 2,989

特別利益

固定資産売却益 1 1

新株予約権戻入益 － 0

その他 － 0

特別利益合計 1 1

特別損失

投資有価証券評価損 593 －

関係会社整理損 83 －

固定資産売却損 0 3

会員権評価損 － 5

その他 0 1

特別損失合計 678 9

税金等調整前四半期純利益 2,880 2,981

法人税、住民税及び事業税 831 694

法人税等調整額 293 406

法人税等合計 1,124 1,101

少数株主損益調整前四半期純利益 1,755 1,879

少数株主利益 128 205

四半期純利益 1,627 1,674
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四半期連結包括利益計算書
第３四半期連結累計期間

(単位：百万円)

前第３四半期連結累計期間
(自 平成23年４月１日
至 平成23年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成24年４月１日
至 平成24年12月31日)

少数株主損益調整前四半期純利益 1,755 1,879

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 99 26

繰延ヘッジ損益 △42 6

為替換算調整勘定 △179 140

持分法適用会社に対する持分相当額 0 △8

その他の包括利益合計 △122 164

四半期包括利益 1,633 2,044

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 1,573 1,797

少数株主に係る四半期包括利益 59 246
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書
(単位：百万円)

前第３四半期連結累計期間
(自 平成23年４月１日
至 平成23年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成24年４月１日
至 平成24年12月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 2,880 2,981

減価償却費 262 231

株式報酬費用 25 12

貸倒引当金の増減額（△は減少） △17 △102

引当金の増減額（△は減少） △627 △685

受取利息及び受取配当金 △124 △115

支払利息 58 57

投資有価証券評価損益（△は益） 593 －

関係会社整理損 83 －

会員権評価損 － 5

持分法による投資損益（△は益） △43 △83

売上債権の増減額（△は増加） △561 10,598

前渡金の増減額（△は増加） △2,875 △1,512

たな卸資産の増減額（△は増加） △1,310 △2,264

その他の流動資産の増減額（△は増加） △757 147

仕入債務の増減額（△は減少） △4,158 △2,430

前受金の増減額（△は減少） 1,522 3,523

その他の流動負債の増減額（△は減少） 68 17

その他の固定負債の増減額（△は減少） 187 △5

その他 △327 △172

小計 △5,119 10,201

利息及び配当金の受取額 126 121

利息の支払額 △58 △57

法人税等の支払額 △1,958 △2,324

営業活動によるキャッシュ・フロー △7,009 7,940

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の純増減額（△は増加） 317 △13

有形固定資産の取得による支出 △331 △338

有形固定資産の売却による収入 5 6

無形固定資産の取得による支出 △20 △9

投資有価証券の取得による支出 △14 △159

貸付けによる支出 △23 △30

貸付金の回収による収入 65 8

その他 △18 △370

投資活動によるキャッシュ・フロー △20 △906
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(単位：百万円)

前第３四半期連結累計期間
(自 平成23年４月１日
至 平成23年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成24年４月１日
至 平成24年12月31日)

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） 5,084 △6,212

長期借入れによる収入 － 440

長期借入金の返済による支出 △113 △129

自己株式の取得による支出 △2 △2

自己株式の売却による収入 － 0

ストックオプションの行使による収入 74 23

配当金の支払額 △734 △840

その他 △9 △13

財務活動によるキャッシュ・フロー 4,299 △6,734

現金及び現金同等物に係る換算差額 △132 160

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △2,862 460

現金及び現金同等物の期首残高 11,878 13,604

現金及び現金同等物の四半期末残高 9,015 14,064
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 該当事項はありません。 

  

  

 【セグメント情報】 
  

Ⅰ 前第３四半期連結累計期間（自 平成23年４月１日 至 平成23年12月31日） 

 報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 
 

 

注１「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、機械・器具の賃貸や保守・

点検、保険代理業を含んでおります。 
  

２ セグメント利益の調整額△1,845百万円には、セグメント間取引消去34百万円、各報告セグメントに 

配分していない全社費用△1,912百万円、たな卸資産の調整額19百万円およびその他の調整額12百万 

円が含まれております。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。 
  

３ セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。 
  
  

（４）継続企業の前提に関する注記

（５）セグメント情報等

（単位：百万円）

報告セグメント

その他 

(注１)
合計

調整額 

(注２)

四半期連

結損益計

算書計上

額(注３)

プラン

ト・エネ

ルギー 

事業

エレクト

ロニクス

事業

産業機械

事業
海外法人 計

売上高

外部顧客への売上高 18,184 28,874 23,730 13,688 84,478 1,959 86,437 ― 86,437

セグメント間の内部 

売上高又は振替高
1,372 1,982 2,351 5,405 11,112 1,892 13,005 △13,005 ―

計 19,557 30,856 26,082 19,094 95,591 3,852 99,443 △13,005 86,437

セグメント利益 728 1,536 1,355 955 4,576 469 5,046 △1,845 3,200
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Ⅱ 当第３四半期連結累計期間（自 平成24年４月１日 至 平成24年12月31日） 

 １．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 
 

 

注１「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、機械・器具の賃貸や保守・

点検、保険代理業を含んでおります。 
  

２ セグメント利益の調整額△1,860百万円には、セグメント間取引消去60百万円、各報告セグメントに 

配分していない全社費用△1,959百万円、たな卸資産の調整額31百万円およびその他の調整額６百万 

円が含まれております。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。 
  

３ セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。 

  

 ２．報告セグメントの変更等に関する事項 

  会計上の見積りの変更と区別することが困難な会計方針の変更に記載のとおり、法人税法の改正に

伴い、第１四半期連結会計期間より、平成24年４月１日以後に取得した有形固定資産については、改

正後の法人税法に基づく減価償却の方法に変更したため、報告セグメントの減価償却の方法を改正後

の法人税法に基づく方法に変更しております。 

  なお、これによる当第３四半期連結累計期間のセグメント利益に与える影響は軽微であります。 

  

  

 該当事項はありません。 

  

  

 該当事項はありません。 

（単位：百万円）

報告セグメント

その他 

(注１)
合計

調整額 

(注２)

四半期連

結損益計

算書計上

額(注３)

プラン

ト・エネ

ルギー 

事業

エレクト

ロニクス

事業

産業機械

事業
海外法人 計

売上高

外部顧客への売上高 21,382 21,109 25,582 17,952 86,028 2,466 88,494 ― 88,494

セグメント間の内部 

売上高又は振替高
562 2,982 1,275 5,985 10,805 1,744 12,550 △12,550 ―

計 21,945 24,092 26,858 23,938 96,834 4,211 101,045 △12,550 88,494

セグメント利益 933 1,026 1,355 859 4,175 339 4,515 △1,860 2,655

（６）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記

（７）重要な後発事象
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